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が,患 者自身が以前排石 した結石を有 していたため,
その分析 を行った.赤 外線分光分析 により,その成分
はケイ酸 と考えられた(Fig.　D.そ こで近医での投薬
内容を確認 したところアランタ⑭(メタケイ酸アル ミ
ン酸マグネシウム製剤)お よびメサ フィリン⑭　 (ケ
イ酸マグネシウム配合剤)の 長期投与を受けていたこ







　現病歴:突 然,無 症候性肉眼的血尿が出現 したため
近医を受診 し,当科を紹介された.
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観察 となった.そ の結果,6日後 に3×3mm大 の茶
褐色の結石が自然排出 した,赤外線分光分析では,そ
の成分 は少量のシュウ酸カルシウムを含むケイ酸で
あった(Fi92).近医で の投薬 内容 を確認 した ところ
メサ フィリン⑭を2年 間受 けてい たため,主 治 医 と協
議 し,こ れ を中止 とした.
考 察
　ケイ素は土壌中に酸素の次に多 く含 まれる元素であ
る.植物中にはケイ酸 として蓄積 され,特 に好ケイ酸




















































































































































































































































































































































































































































































石 と診断され,ほ ぼ同様な頻度であった,本 邦におけ
るケイ酸結石 は武本 ら3)が初めて報告 し,その後木村
ら4)が34例を まとめてい る.そ の後 の報告 を検索 し得
た 限 り追加す る と5'8),今回の本症例 はそれ ぞれ43,
44例目と思 われる(Tablc　l).本邦報 告例 を まとめ る
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Table　2。　 Summary　of　silicate　urolithiasis　ln



















































能性 も指摘 されており,木下らは多 くの錠剤の製造過






き,乾 こんぶ,は まぐり,つ くしなどのケイ酸含有量
の多い食品の大量摂取 も考えられ,田貫 らはつ くし,













かめた13)症例1は ケイ酸試薬 との比較 において,
波形パターンが類似 してお り,かなり純粋なケイ酸で
ある ことが推定 された.一 方,症 例2で は1,620,
1,320　cm-i付近に吸収帯があ り,シュウ酸カルシウ
ムー水和物(COM)の混在が疑われた.そ こで,ケ
イ酸試薬 と既知のCOM結 石 の重量比 を変更 しな
が ら分析 を行った ところ,ケ イ酸:COM=80:20
(80%)で症例2と ほぼ同様の波形パターンを再現す
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